	第６講

	養育（Ⅰ）


　
１．新しい信者の管理

　新しい信者とは霊的な子どもである。今日教会では新しい信者に対して対策がはっきりしない。なぜなら新しい信者に対して

　１．関心が足りなく

　２．方法も分からず

　３．使命感もないためである。

　新しい信者を養育し助け始めると、その信者の周りにいるたくさんの他の新しい信者に接近することができる。伝道はこれほど養育が重要である。それならば組織的に養育できる要員が必要であるが、これをE.B.S要員という。

＊E.B.S(Evangelism Bible Study)要員
　新しい信者を具体的に助けるこのE.B.S要員が教会にたくさんいるとき、落胆し教会を離れている新しい信者がいなくなる。

（１）助ける方法

　①何よりもイエス･キリストを受け入れるようにするべきである。(ヨハ1:12，ロマ10:9,10)

　②受け入れすれば成長するように祈りを通し助けなければならない。(エペ1:16，3:14-19)

　パウロも新しい信者のために祈ることを休まなかった。(Ⅰテサ1:2，3:10，ピリ1:9)

　祈りの力を信じるならば、新しい信者のために祈らなければならない。なぜなら、まだその人には祈る力もなく、祈ってくれる人もいないからである。

③友達となってあげなければならない。なぜならイエス･キリストを受け入れたその人は新しい葛藤に陥るようになる。そのために、その人に来る難しい状況に対処することができる友達と、みことばを伝えることができる人が必要である。その人の周りにある不信仰の勢力を防ぎ、断絶してこそ、信仰者として成長するようになる。これが失敗する時に、教会は失敗する。現代の教会の一番の盲点であるこの問題を確かに解決していかなければならない。
④自分にあまりにも依存させるようにせずに、また自分に似た人を作る必要もない。

⑤基本的な生活を教えなければならない(たとえば聖書、祈り、礼拝)

（２）資格がない人
　①否定的な人
　②煽動的な人
　E.B.S要員は肯定的であり、信仰の良い人、いつも聖霊に頼り、救いの感激が溢れでる人でなければならない。なぜなら、新しい信者は教える人の影響をたくさん受けるためである。
③トラクトを積極的に活用しなければならない。驚くべき可能性を持っている。
　④新しい信者と聖書の勉強をする事ができる本もたくさんある。
　　「福音の手紙」「新しいいのち」など
⑤共に行動しなければならない。集会、祈祷会、誕生日会、卓球など多様な活動を共にしてこそ、その人の性格を把握し、適切に助けることができるようになる。
＜聖書を読むことと、祈ることを激励するように作られた本を利用しなさい＞
　・激励と理解
　a.教会の出席を強調しなければならない。学校に行かなくても勉強をすることが出来るが、勉強が難しいように、教会に行かなくても救われたが、サタンの攻撃をいつも受けるようになると教えなければならない。
b.献金の理由と、伝道と宣教の予算等に対して理解出来るようにしなければならない。
c.家族関係と教会員全体の交わりと重要性に対して、強調しなければならない。
 ⑥新しい信者は祈りのパートナーを構成してあげなければならない。
　a.一緒に祈れば答えが早く
b.神様のみこころを発見しやすい。１人の人よりは２人から３人が共に祈る時、神様のみこころを正確に把握することが出来る(マタ18:18-20)。
　c.大変な事が起こったときに、克服し易くなる。
　d.お互いを愛の中で助けることが出来る。
　e.教役者との関係も容易である。
　f.怠けそうになるときにも力になる。
　g.聖書を読み、暗唱にも力となる。
　h.小冊子を読み、お互い話し合うことが出来る。
　＊個人養育者と祈りのパートナーが同じ場合もあるし、そうでない場合もある。
　２．新しい信者の養育の鍵
　神様は生きておられ、聖霊の導きを受けるようにしてくださる。
(使徒2:42)のみことばのように、信仰が成長するという事は、教えを受け、神様が生きておられることを深く信じ、聖霊の導かれるまま生きていくことを言っているためである。
　E.B.S要員だけが熱心にしても、教会に出てくる新しい信者の８０％以上をフォローできるので、自然に証拠が表れ、驚くほど教会をリバイバルすることが出来る。そのため、新しい信者の養育は驚くほど教会の成長の助けとなる。
　タラッパンの運動と並行して、E.B.S要員を積極的に活用することが出来れば、サタンが一番巧妙に妨害してくる。そのために、ますます祈らなければならない。
